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6月定例会

に
占
め
る
新
規
雇
用
者
（
失
業

者
）
の
人
件
費
の
割
合
は
委
託

費
の
半
分
以
上
と
し
、
事
業
費

は
１
事
業
最
大
１
千
万
円
。
町

は
２
千
万
円
の
枠
内
で
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
応
募
の
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
）

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
平

成
22
年
度
に
、
成
長
が
期
待
さ

れ
る
分
野
を
中
心
に
新
た
な
雇

用
機
会
を
集
中
的
に
創
出
す
る

と
す
る
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
な

が
ら
、
更
な
る
雇
用
機
会
の
創

出
を
図
り
ま
す
。

　

町
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
応
募
者
自
ら
が
企
画
し
、

学
卒
未
就
職
者
を
含
め
、
失
業

者
を
新
た
に
雇
入
れ
て
実
施
す

る
事
業
で
す
。

　

提
案
を
募
集
す
る
テ
ー
マ
は
、

「
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」（
地
域

社
会
雇
用
）
、「
地
域
資
源
の

見
直
し
に
よ
る
既
存
観
光
施
設

及
び
新
た
な
観
光
ポ
イ
ン
ト
、

観
光
ル
ー
ト
等
の
企
画
事
業
」

（
観
光
）
の
２
テ
ー
マ
で
す
。

　

事
業
は
８
月
上
旬
か
ら
来
年

３
月
31
日
の
期
間
で
、
事
業
費

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
２
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
１
２
６
億
４
６
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

委
員
会
委
員
の
変
更

辻
議
員
ご
逝
去
に
伴
う
委
員

の
補
充
、
委
員
長
の
互
選

■
議
会
運
営
委
員
の
補
充

　

委
員

　

冨
澤　

軒
康 

議
員

■
原
子
力
発
電
所
対
策
特

別
委
員
会
正
副
委
員
長
の

互
選

　
委
員
長

　

小
田　

芳
治 

議
員

　
副
委
員
長

　

稲
村　

幸
雄 

議
員

　

22
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
、
歳
入
で
防
災
拠
点
施

設
の
事
業
完
了
に
伴
う
北
陸
電

力
か
ら
の
事
業
費
の
一
部
負

担
、
民
間
提
案
型
雇
用
創
出
事

業
補
助
金
、
電
源
立
地
対
策
交

付
金
。
歳
出
で
町
内
各
小
学

校
、
老
人
福
祉
施
設
の
計
13
箇

所
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
整
備
す
る
た
め

の
購
入
費
、
民
間
提
案
型
雇
用

創
出
事
業
委
託
料
、
防
災
拠
点

施
設
事
業
債
繰
上
償
還
金
を
追

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
13
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
22

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
21
年
度
各
会
計
補
正

予
算
、
条
例
の
改
正
の
専
決
処
分
の
承
認
、
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
な
ど
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

民間提案型雇用創出事業
小学校・老人福祉施設13箇所にAED
防災拠点施設事業債繰上償還金

平成22年度一般会計補正予算

2億2460万円増額

自動体外式除細動器（Ａ
ＥＤ）は、心臓の心室細
動の際に電気ショックを
与え（電気的除細動）、
心臓の働きを戻すことを
試みる医療機器。

民
間
提
案
型
雇
用
創
出
事
業

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活
用
し
な
が
ら

更
な
る
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
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任
期
満
了
と
な
る
人
権

擁
護
委
員
に
三
沖
博
さ

ん
、
大
野
堯
さ
ん
の
推
薦

が
諮
問
さ
れ
、
適
任
と
し

て
答
申
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

　

21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
、

事
業
費
の
確
定
お
よ
び
精
算
等

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
３
月
31
日
専
決
処
分
し
た
も

の
で
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
地
方
交

付
税
等
の
確
定
に
よ
る
増

額
分
を
減
債
基
金
、
特
別
財

政
基
金
の
積
み
立
て
に
充

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
９
７
０
万
円
追
加
し
、
総
額

１
５
４
億
５
９
５
６
万
円
と
し

ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

人
権
擁
護
委
員

21年度各会計別補正後の総額

減債基金・特別財政基金を積み立て
6,970万円追加

平成21年度一般会計　補正予算

大野　　堯
ぎょう

 さん
西海風無・71歳

三沖　　博 さん
日下田・70歳

一 般 会 計 154億5,956万円
国 保 27億5,708万円
老 人 保 健 1,098万円
後期高齢者医療 2億9,211万円
農業集落配水 8億2,569万円
公 共 下 水 道 13億8,849万円
地 域 し 尿 4,115万円
介 護 保 険 24億6,966万円
ケーブルテレビ 2億6,120万円
町 立 診 療 所 1億6,490万円
簡 易 水 道 1,700万円

水道
収益的収支 6億2,904万円
資本的収支 7億3,551万円

病院
収益的収支 12億1,099万円
資本的収支 1億7,178万円

（金額は 1 万円未満切り捨て）

町立富来病院の待合室

レ
ン
ト
ゲ
ン
お
よ
び
入
院
時
の

看
護
業
務
な
ど
を
追
加
。
フ
ル

オ
ー
ダ
ー
化
に
し
て
診
療
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
）

　オーダリングシステムとは、「検査・処方などに係
る情報伝達システム」のこと。医療現場の一部業務を
電子化し、病院業務の省力化と、サービス提供の短縮
化を目指すもの。従来医師が紙に書いていたオーダ

（検査内容や処方箋）をコンピューターに入力すると、
関連部門の業務も連動し、それ以降の診療から医事会
計にかかわる処理・業務が迅速化する。

　

町
立
富
来
病
院
で
は
、
平
成

18
年
度
に
検
査
や
薬
剤
・
注
射

処
方
、
入
院
予
約
な
ど
一
部
で

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
国
保
特
別
調
整
交

付
金
を
財
源
に
、
リ
ハ
ビ
リ
、

富
来
病
院
の

　
　
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
化

４
７
７
２
万
円
追
加

診療業務の
効率化を図る
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総務常任委員会

教育民生常任委員会

も
あ
る
が
、
景
気
が
好
調
に

な
れ
ば
進
出
し
て
も
い
い
と

い
う
企
業
も
あ
る
。

質
疑　

こ
れ
以
上
、
企
業
が

撤
退
し
な
い
、
倒
産
と
い
う

も
の
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う

な
、
新
た
な
政
策
を
お
願
い

し
た
い
。

答
弁　

既
存
企
業
に
対
し
て

は
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
十
分
お
手
伝
い
し
た
い
。

質
疑　

民
間
提
案
型
雇
用
創

出
事
業
と
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
弁　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の

中
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
活

用
し
な
が
ら
、
更
な
る
雇
用

の
創
出
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

　

現
在
、
２
つ
の
分
野
に

絞
っ
て
お
り
、
１
つ
め
は
、

地
域
資
源
の
見
直
し
に
よ
る

既
存
観
光
施
設
及
び
新
た
な

観
光
ポ
イ
ン
ト
、
観
光
ル
ー

ト
等
の
企
画
。
２
つ
め
は
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
あ
る
。

法
人
町
民
税
は
減
額
の
可
能
性

現
在
の
企
業
誘
致
の
取
組
み
は

自転車通学の生徒に対して
自転車購入補助ができないか

質
疑　

法
人
町
民
税
は
当
初

よ
り
減
額
の
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
の
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
は
。
新
た
な
企
業
誘
致
は

あ
る
の
か
。

答
弁　

い
く
つ
か
の
企
業
に

あ
た
っ
て
い
る
。
積
極
的
に

セ
ー
ル
ス
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い
。

皆
さ
ん
と
相
談
し
な
い
と
い

け
な
い
。

質
疑　

女
性
特
有
の
特
定
検

診
の
受
診
率
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
弁　

若
い
女
性
の
婦
人
ガ

ン
検
診
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
、
20
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で

40
歳
ま
で
の
女
性
に
対
し
て
、

ク
ー
ポ
ン
を
交
付
し
た
。
受

診
率
を
高
め
る
動
機
付
け
を

行
っ
た
が
22
％
で
あ
っ
た
。

施
設
検
診
と
集
団
検
診
で
前

年
よ
り
少
し
上
が
っ
た
。

質
疑　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
経
費
の
減
額
の
理
由
は
。

答
弁　

予
算
上
は
１
カ
月
22

日
の
12
カ
月
積
算
で
２
６
４

日
を
見
込
ん
だ
が
、
実
績
で

は
２
３
５
日
、
月
平
均
20
日

程
度
と
な
り
減
額
し
た
。

質
疑　

通
学
費
の
補
助
も
減

額
補
正
。
バ
ス
通
学
者
の
定

期
代
は
１
０
０
％
補
助
で
あ

る
。
自
転
車
通
学
の
生
徒
に

対
し
て
、
自
転
車
の
購
入
費

を
補
助
で
き
な
い
か
。

答
弁　

何
ら
か
の
補
助
は

考
え
て
も
い
い
か
と
思
う
。

委　員　長　冨澤　軒康
副委員長　林　　一夫
委　　員　戸坂忠寸計
　　〃　　　小田　芳治
　　〃　　　久木　拓栄

委　員　長　南　　政夫
副委員長　寺岡真貴子
委　　員　越後　敏明
　　〃　　　田中　正文
　　〃　　　櫻井　俊一
　　〃　　　木村　正男

長い間、地元の雇用に貢献してきたが、昨年３月末に閉鎖した武蔵精密工業
能登工場。町には企業が撤退しないような新たな政策を望む。

バスや自転車で通学する生徒達。



議会だより　しか　No.20号
平成22年８月１日発行5

　

成
果
品
は
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
観
光
振
興
、
情
報
発

信
の
素
材
に
提
供
、
活
用
し

て
い
く
。

質
疑　

住
宅
・
建
築
物
耐
震

事
業
補
助
金
に
対
し
て
申
請

件
数
は
。

答
弁　

別
荘
地
で
１
件
の
申

請
が
あ
っ
た
。

質
疑　

周
知
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

広
報
で
周
知
し
て
い
る
。

質
疑　

一
般
の
人
が
補
助
申

請
を
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
。
業
者
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
の
か
。

答
弁　

大
工
か
ら
申
請
が

あ
っ
て
補
助
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
乳
児
園
で
も
耐
震

診
断
で
補
助
を
し
た
。

質
疑　

民
間
提
案
型
雇
用
創

出
事
業
は
半
年
間
の
臨
時
雇

用
が
目
的
だ
ろ
う
が
、
成
果

品
を
出
せ
る
か
は
疑
問
。

答
弁　

地
元
の
方
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
雇
用
し
実
態
調
査

や
撮
影
な
ど
情
報
収
集
を
し

て
、
事
業
費
の
２
分
の
１
以

上
は
人
件
費
で
執
行
す
る
。

産業建設常任委員会
民
間
提
案
型
雇
用
創
出
事
業
で

成
果
品
を
出
せ
る
か
は
疑
問

委　員　長　下池外巳造
副委員長　須磨　隆正
委　　員　橘　　照茂
　　〃　　　松浦　恒義
　　〃　　　山本　辰榮
　　〃　　　稲村　幸雄

新幹線の開業、能登有料道路の無料化など、今後、相当数の入れ込みが
期待できる。民間提案型雇用創出事業は最大限効果が発揮できて、将来
に繋げられるよう頑張ってほしい。（写真は旧福浦灯台）

咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
議

会
議
長
、
石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ

議
員
、
石
川
県
町
村
監
査
委

員
協
議
会
理
事
な
ど
の
要
職

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
会

人
と
し
て
の
活
躍
は
町
議
会

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
羽
咋

郡
市
及
び
石
川
県
の
町
村
議

会
発
展
に
も
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
の
産
業
の
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
旧
志
賀
町
、

富
来
町
と
の
合
併
協
議
が
始

ま
り
ま
し
て
も
、
そ
の
合
併

の
推
進
役
と
し
て
、
幾
多
の

難
問
を
解
決
さ
れ
、
そ
の
手

腕
、
指
導
力
を
も
っ
て
、
町

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
そ
の

ご
功
績
は
誠
に
顕
著
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

志
賀
町
議
会
は
こ
こ
に
、

故
辻
議
員
の
ご
逝
去
を
悼
み
、

つ
つ
し
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　

辻　

武
美
議
員
が
５
月
５

日
、
享
年
68
歳
で
、
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

辻
議
員
は
平
成
３
年
、
旧

志
賀
町
議
会
議
員
と
し
て
初

当
選
以
来
、
新
町
合
併
後
の

今
日
ま
で
18
年
７
カ
月
の
永

き
に
わ
た
り
、
旧
志
賀
町
議

会
議
長
、
町
監
査
委
員
を
始

め
、
総
務
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
、
生
活
環

境
・
原
子
力
発
電
所
対
策
の

各
特
別
委
員
長
の
ほ
か
、
羽

故
辻  

武
美
議
員
を
し
の
ぶ
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町政を問う！一般質問

寺
岡 

唯
一
予
防
で
き
る
ガ

ン
で
あ
る
子
宮
頚
ガ
ン
の
ワ

ク
チ
ン
に
助
成
す
べ
き
だ
。

　

費
用
が
約
４
万
か
ら
５
万

円
と
高
額
で
あ
る
の
で
、
全

額
公
費
負
担
し
、
特
定
年
齢

へ
の
集
団
接
種
を
望
む
。

町
長 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
将

来
に
お
け
る
医
療
費
の
軽
減

や
少
子
化
の
抑
制
に
繋
が
る
。

公
費
負
担
に
つ
い
て
は
対
象

年
齢
や
接
種
方
法
等
の
設
定
、

そ
れ
に
伴
う
関
係
団
体
へ
の

周
知
、
協
力
依
頼
等
を
進
め
、

早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

寺
岡 

同
時
に
が
ん
検
診
受

診
へ
の
啓
蒙
啓
発
を
一
層
進

め
る
べ
き
だ
。

町
長 

従
来
の
検
診
と
併
せ
、

昨
年
度
か
ら
女
性
特
有
の
ガ

ン
検
診
推
進
事
業
を
実
施
し
、

子
宮
頚
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
検
診

は
、
対
象
年
齢
者
に
全
額
補

助
を
実
施
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
受
診
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
検
診
効
果
を
上
げ
て
い

き
た
い
。

寺
岡 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺

炎
球
菌
や
お
た
ふ
く
、
水
痘

等
の
任
意
ワ
ク
チ
ン
も
、
乳

幼
児
の
い
る
世
帯
で
、
ワ
ク

チ
ン
へ
の
理
解
を
深
め
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
す
る
た
め

に
助
成
す
べ
き
だ
。

町
長 

こ
れ
ら
ワ
ク
チ
ン
は

重
大
な
疾
患
を
予
防
す
る
上

で
非
常
に
効
果
が
高
い
も
の

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
一
部

補
助
に
つ
い
て
、
財
政
負
担

の
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、

制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
し

た
い
。

寺
岡 

23
年
度
か
ら
高
齢
者

へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
自
己
負
担
導

入
も
検
討
さ
れ
る
中
、
高
齢

者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
助
成
も
検
討
す
べ

き
だ
。

町
長 

他
ワ
ク
チ
ン
と
同
様

高
額
で
は
あ
る
が
、
１
回
接

種
で
５
年
間
の
効
果
が
あ
る

と
聞
く
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

寺
岡 

季
節
性
・
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
関

し
て
は
、
昨
年
同
様
の
対
応

に
な
る
の
か
。

町
長 

新
型
に
つ
い
て
は
、

予
防
接
種
法
の
改
正
も
含
め

国
の
判
断
を
待
っ
て
い
る
状

況
。
季
節
型
は
、
従
来
通
り

の
方
法
で
実
施
を
す
る
予
定

だ
が
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
受
益
者
負
担
の
見

直
し
を
進
め
て
ゆ
く
。

子宮頚
けい

がんのワクチン
　　全額公費負担で集団接種を

乳
幼
児
の
任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
で
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

早期の実施、積極的に取り組みたい　町長

制
度
導
入
に
向
け
検
討
し
た
い　
町
長

寺岡　真貴子 議員

ヒブワクチン、肺炎球菌などの任意ワクチンは高額であり、なかなか接種が進まないが、一部費
用負担をする自治体が増えてきている。（写真は志賀クリニック）
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町政を問う！一般質問

意
義
を
啓
発
し
、
参
加
を
促

し
た
い
。

下
池 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
従
事

者
が
少
な
い
の
な
ら
、
各
講

習
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
日

頃
よ
り
災
害
時
の
た
め
に
備

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

災
害
時
、
緊
急
時
に

は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
従
事
者
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
の
で
、
今
後
、
地
域
に

お
け
る
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
や
研
修
会
を
実
施
し

た
い
。

下
池 

各
種
団
体
、
高
齢
者

を
家
族
に
持
つ
方
々
に
参
加

を
お
願
い
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
や
蘇
生
の
仕
方
な
ど
の

講
習
を
受
け
る
体
制
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

町
長 

今
後
は
、
各
種
団
体

の
事
業
の
中
に
、
救
命
講
習

下
池 

災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
把
握
は
し
て
い
る

の
か
。

町
長 

現
在
、
町
に
は
29
団

体
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
28
団
体
は
施
設
等

を
訪
問
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
あ
り
、
災
害
時
に

お
け
る
団
体
は
志
賀
町
赤
十

字
奉
仕
団
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
登
録
団
体
ば
か

り
で
は
な
く
、
町
民
の
方
で

活
動
に
関
心
が
あ
る
方
に
対

し
て
も
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
、
新
た
な
募
集
を
図

り
、
災
害
時
に
お
け
る
活
動

下
池 

現
在
、
宮
崎
県
に
発

生
し
て
い
る
口
蹄
疫
に
対
す

る
感
想
は
。

町
長 

本
町
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
に
も
十
分
注
意
を
し
て

い
た
だ
き
、
国
・
県
の
指
導

の
も
と
、
町
と
し
て
で
き
る

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

下
池 

畜
産
農
家
へ
の
消
毒

剤
の
無
料
配
布
を
検
討
願
い

た
い
。

町
長 

町
内
畜
産
農
家
へ
の

消
毒
剤
の
無
料
配
布
は
、
現

在
、
全
農
石
川
と
県
が
配
布

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

の
情
勢
を
み
て
、
町
の
支
援

を
見
極
め
た
い
。

下
池 

志
賀
町
も
能
登
半
島

地
震
で
は
、
各
地
か
ら
義
援

金
や
物
資
を
い
た
だ
い
た
。

宮
崎
県
の
被
害
農
家
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
援
助
を
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長 

今
回
の
口
蹄
疫
に
よ

る
被
害
は
、
豪
雨
災
害
や
地

震
災
害
と
は
違
う
。
義
援
金
、

物
資
等
の
援
助
は
、
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
今
後

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

等
の
計
画
を
要
請
し
、
地
域

の
自
主
活
動
組
織
等
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
、
受
講
機
会

の
拡
充
を
図
り
た
い
。

宮崎県発生の口蹄疫に対する感想は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
把
握
と

　
　
災
害
時
に
お
け
る
対
応
は

畜産農家には十分注意していただき
町としてできる支援を　町長

活
動
意
義
を
啓
発
し
参
加
を
促
し
た
い　
町
長

下池　外巳造 議員

郡議長会主催の救命講習会でＡＥＤの使い方を習う議員。
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研
修
し
て
き
た
。

　

池
田
町
は
北
海
道
十
勝
管

内
の
面
積
３
７
１
Ｋ
㎡
、
人

口
約
８
千
人
の
町
で
あ
る
。

町
営
で
ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ

ン
醸
造
を
行
っ
て
お
り
、
ワ

イ
ン
の
町
と
し
て
広
く
知
ら

れ
る
。

　

昭
和
30
年
に
赤
字
再
建
団

体
と
な
っ
た
池
田
町
は
、
新

農
村
建
設
計
画
に
ぶ
ど
う
栽

培
を
取
り
入
れ
、
土
地
の
有

効
利
用
に
よ
る
農
業
振
興
と

自
主
財
源
の
確
保
を
め
ざ
し

て
地
域
振
興
を
図
っ
た
。

　

土
地
利
用
を
起
点
と
し

て
、
ワ
イ
ン
か
ら
肉
牛
生

産
、
肉
の
加
工
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
野
菜
の
加
工
な
ど
各
事

業
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

地
域
に
お
け
る
食
文
化
の
形

成
を
目
標
と
し
た
。

　

ワ
イ
ン
城
は
新
た
な
観
光

地
と
な
り
、
町
内
の
雇
用
の

拡
大
と
経
済
の
進
展
を
も
た

ら
し
、
そ
の
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
影
響
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
園
一
園
化
・

民
営
化
に
つ
い
て
は
、
町
内

社
会
福
祉
法
人
に
建
設
補
助

方
式
に
よ
り
、
21
年
度
実
施

に
向
け
作
業
を
進
め
て
き

た
。
研
修
で
は
、
再
編
の
進

め
方
、
住
民
へ
の
説
明
、
職

員
の
身
分
、
民
営
後
の
組
織

の
再
編
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

池
田
町
の
地
域
・
産
業
振

興
、
観
光
施
策
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ま
た
、
平
成
21

年
度
か
ら
公
立
保
育
園
の
一

園
化
・
民
営
化
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て

池田町のまちづくりについて説明する勝井町長。

ワ
イ
ン
の
町
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
池
田
町

　

当
日
は
、
富
良
野
市
市
民

環
境
課
と
広
域
連
合
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
担
当
か
ら
詳

細
に
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

富
良
野
広
域
連
合
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
は
、
富
良
野
市

を
含
む
５
市
町
村
（
富
良
野

市
、
上
富
良
野
町
、
中
富
良

野
町
、
南
富
良
野
町
、
占
冠

村
）
で
共
同
設
立
し
た
。

　

ご
み
は
14
種
区
分
、
24
分

類
で
分
別
し
、
家
庭
か
ら
で

る
一
般
ゴ
ミ
の
資
源
化
率
が

93
％
で
、
焼
却
率
が
５
・

８
％
で
あ
る
。
「
燃
や
さ
な

い
、
埋
め
な
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
99
％
」
の
基
本
理
念
に
よ

り
、
現
在
で
は
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
、
い
わ
ゆ
る
焼
却

炉
を
廃
止
し
て
い
る
。

　

30
％
以
上
を
占
め
る
生
ご

み
（
浄
化
槽
汚
泥
を
ふ
く

む
）
を
分
別
収
集
し
堆
肥
化

し
て
、
農
協
を
窓
口
に
し
て

専
業
農
家
が
本
格
的
に
使
用

し
て
い
る
。
家
庭
菜
園
用
に

住
民
に
も
安
く
分
け
て
い
る

が
、
人
気
が
有
り
、
足
り
な

く
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

生
ご
み
の
収
集
に
は
、
い

も
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ど
を
材
料
と
し
た
グ
リ
ー

燃やさない、埋めない、リサイクル率99％の
取り組み	 富良野広域連合環境衛生センター

　当議会では、６月２１日から
２３日の期間に各常任委員会の
視察研修を合同で行いましたの
で、その内容を報告します。

常任委員会合同視察 研修報告
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バークと呼ばれる伐採した樹木の樹皮を粉砕したもの。堆肥の水分調整材として
使用される。

ら
れ
、
限
り
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
ど
う
利
用
し
て

い
く
か
は
、
今
後
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

視
察
研
修
後
の
６
月
28
日

に
、
北
陸
電
力
㈱
か
ら
町
に

対
し
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、

今
回
の
視
察
で
研
修
し
た
こ

と
を
参
考
に
、
議
会
と
し
て

十
分
に
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

サ
ー
マ
ル
で
使
用
す
る
Ｍ
Ｏ

Ｘ
燃
料
の
加
工
に
関
す
る
契

約
を
三
菱
原
子
燃
料
㈱
と
締

結
し
て
い
る
。

　

使
用
済
燃
料
の
中
に
は
、

新
た
に
生
ま
れ
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
や
、
ま
だ
利
用
で
き
る

ウ
ラ
ン
が
約
95
％
残
っ
て
お

り
、
再
処
理
す
る
こ
と
で
再

び
燃
料
と
し
て
活
用
で
き
る
。

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
考
え

　

北
海
道
電
力
の
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
の
導
入
、
経
緯
に

つ
い
て
研
修
す
る
た
め
泊
原

子
力
発
電
所
を
視
察
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
に
北
海
道

電
力
か
ら
安
全
協
定
に
基
づ

く
事
前
協
議
の
申
し
入
れ
を

受
け
た
北
海
道
と
地
元
４
町

村
は
、
同
年
５
月
、
有
識
者

検
討
会
議
を
設
置
し
た
。
安

全
性
確
保
の
観
点
か
ら
科
学

的
か
つ
専
門
的
に
検
討
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と

め
て
、
知
事
お
よ
び
地
元
４

町
村
長
に
提
言
を
行
う
も
の

で
、
同
年
12
月
ま
で
計
９
回

開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
間
、
地
元
住
民
、
各

種
団
体
を
対
象
に
説
明
会
の

開
催
、
地
元
お
よ
び
札
幌
市

で
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に

関
す
る
ご
意
見
を
伺
う
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
、

21
年
３
月
に
は
北
海
道
と
地

元
４
町
村
か
ら
事
前
了
解
を

取
得
。
同
月
、
泊
原
発
３
号

機
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

許
可
を
経
済
産
業
相
に
申
請

し
た
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
プ
ル

プルサーマル計画の経緯について研修する議員ら。

プルサーマル計画、地元同意の経緯を視察
北海道電力泊原子力発電所

場
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て

売
却
し
て
い
る
。
生
ご
み
を

入
れ
て
い
な
い
の
で
乾
燥
コ

ス
ト
が
安
く
す
む
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

住
民
に
細
か
く
分
別
し
て

も
ら
い
、
地
域
に
還
元
す
る

こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

99
％
を
目
指
し
た
先
進
的
な

取
り
組
み
を
研
修
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

ン
プ
ラ
と
い
う
生
ご
み
袋
を

使
用
し
て
い
る
。
せ
っ
か
く

作
っ
た
堆
肥
の
中
に
異
物
が

混
じ
ら
な
い
よ
う
に
、
微
生

物
の
働
き
で
分
解
し
て
堆
肥

と
同
化
す
る
よ
う
に
作
ら
れ

て
い
る
。

　

焼
却
炉
を
廃
止
し
て
い
る

が
、
紙
お
む
つ
、
ペ
ッ
ト
の

糞
な
ど
の
焼
却
ご
み
は
固
形

燃
料
化
し
て
お
り
、
製
紙
工
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が
あ
り
ま
す
。

　

柔
ら
か
な
５
月
の
陽
光
の

下
に
広
が
る
丘
の
緑
の
美
し

さ
に
私
は
深
く
感
動
し
、
そ

れ
を
絵
に
表
現
し
た
つ
も
り

で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
審
査
員
の
先

生
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
を
本
当
に
あ
り
が
た

く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

西
山
イ
ン
タ
ー
を
降
り

て
、
し
ば
ら
く
行
く
と
右
手

奥
に
私
の
描
い
た
柿
畠
の
丘

　

芸
術
文
化
の
振
興
を
願
い
、
志
賀
町
の
美
し
い
自
然

や
生
活
、
産
業
や
夢
な
ど
を
描
い
て
い
た
だ
く
公
募
展

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
第
21
回
の
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の

方
が
、
北
國
新
聞
社
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
、
作
者

の
感
想
を
交
え
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

作品名「五月の柿畠」

國沢　貞男 さん
（金沢市）

　

議
会
傍
聴
は
、
議
会
だ
よ
り

で
は
伝
え
き
れ
な
い
議
会
の
様

子
を
見
聞
き
で
き
ま
す
。
傍
聴

の
際
は
、議
会
事
務
局
で
住
所
・

氏
名
な
ど
を
記
入
し
ま
す
。
団

体
で
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
体
で

　
男
子
総
合
初
優
勝

志
賀
中
男
子
陸
上
部

発
行
責
任
者

議　
　

長　

戸
坂
忠
寸
計

委　
員　
長　

田
中　

正
文

副
委
員
長　

冨
澤　

軒
康

委　
　

員　

橘　
　

照
茂

　
　
　
　
　

下
池
外
巳
造

　
　
　
　
　

越
後　

敏
明

　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

議会広報特別委員会

山
本　

圭
悟
君

（
１
１
０
Ｈ
優
勝
）

　

北
信
越
は
入
賞
を
目
指
し

ま
す
。
通
信
陸
上
で
標
準
記

録
の
15
秒
24
を
出
し
て
全
中

に
行
き
た
い
。

稲
岡　

準
也
君

（
走
高
跳
２
位
）

　

北
信
越
で
は
８
位
内
の
入

賞
が
目
標
で
す
。
自
己
ベ
ス

ト
を
出
し
た
い
。

泉　
　

明
宏
君

（
４
０
０
ｍ
優
勝
）

　

北
信
越
大
会
で
は
３
位
内

の
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。
通

信
陸
上
で
は
、
４
０
０
ｍ
で

標
準
記
録
の
突
破
、
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
１
位
に

な
っ
て
全
中
に
行
き
た
い
。

柳
川
龍
之
介
君

（
砲
丸
投
げ
２
位
）

　

北
信
越
大
会
で
は
自
己
ベ

ス
ト
を
出
し
て
入
賞
を
目
指

し
ま
す
。

　

６
月
26
、
27
日
に
開
催
さ

れ
た
県
中
学
校
陸
上
競
技
大

会
で
志
賀
中
学
校
男
子
陸
上

部
が
男
子
総
合
で
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

８
月
開
催
の
北
信
越
大
会

に
出
場
す
る
４
人
に
、
今
後

の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

6
月

定
例

会
N

o.2
0

平
成
2
2
年
8
月
1
日

発
行
／
志
賀
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
9
2
5
-0
1
9
8
　
石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
1番
地
1

T
E
L（
0
7
6
7
）
3
2
-1111

　
FA
X（
0
7
6
7
）
3
2
-3
9
3
3

第21回 志賀町を描く美術展 北國新聞社賞 の作者に聞く！

TOP
IC'S

トピッ
クス

傍
聴
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

写真右から山本圭悟君、稲岡準也君、泉　明宏君、柳川龍之介君。
いずれも３年生。
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